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福崎町水防訓練を実施 福崎町水防訓練を実施 福崎町水防訓練を実施 
第６回神崎郡消防操法大会開催 第６回神崎郡消防操法大会開催 第６回神崎郡消防操法大会開催 

　６月１１日（日）、神戸医療福祉大

学第三駐車場北で福崎町水防訓練

を実施しました。 

　福崎町消防団員と町職員が小隊

を編成し、積み土のう工法、竹し

がらみ工法、せき板工法といった、

水流をさえぎる工法の実践訓練を

行い、水害を未然に防ぐための知

識と技術力を身につけました。 

　防災意識を高め、安心安全なま

ちづくりのため、災害から地域を

守る体制づくりに努めています。 

　６月１８日（日）、さるびあドームで「第６回神崎郡消防操法大会」

が開催され、神崎郡の各町の大会を勝ち抜いた、小型動力ポンプの

部６隊、自動車ポンプの部３隊の計９隊が熱戦を繰り広げました。 
 

　大会結果 

　　【小型動力ポンプの部】　　　【自動車ポンプの部】 

　　　優　勝　大門分団　　　　　　優　勝　新町分団 

　　　準優勝　福田分団 
 

　今大会は各町の物産展やはしご車等の展示、また小学生が描いた

「消防団活動ポスター」約３００点の展示や、優秀作品の表彰式を同

時開催し、多くの来場者がありました。 

大門分団 新町分団 



３ 

　５月２４日、姫路人権擁
護委員協議会定期総会に
おいて、人権擁護委員の
大井義雄さんに法務省人
権擁護局長感謝状が贈ら
れました。 
　感謝状は長年にわたり
人権擁護委員として活動
され、職務上の功績が顕
著であった方に贈られます。

今後ますますのご活躍を祈念します。 
（住民生活課） 

　６月１日、善意賞表彰式を行いました。 
　善意賞は、各分野で人々の模範と認められる善意
の行為があった方に贈られるもので、個人にはサル
ビア賞を、団体にはクロガネモチ賞を贈り、その善
意をたたえています。 
　受賞された方は次のとおりです。 
【サルビア賞】 
　川口繁夫さん　神崎一子さん　　志水保さん 
　志水睦規さん　高田貴美子さん　田中忠子さん 
　難波正治さん　水谷業さん　　　水谷淑美さん 
　山口勉さん 
　みなさんの今後ますますのご活躍を祈念します。 

（総務課） 

　６月７日、西播磨文化
会館で開かれた平成２９年
度西播磨文化協会連絡協
議会総会において、福崎
町文化協会副会長安田正
さんに兵庫県自治賞が贈
られました。 
　自治賞は長年にわたり
明るく住みよい地域社会
づくりに貢献された方に

贈られます。おめでとうございます。 
（社会教育課） 

　６月１１日、市川町で「平
成２９年度生涯スポーツ指
導者講習会、中播磨地区
スポーツ推進委員研究協
議会」が開催されました。 
　その席上で、中垣早人
委員が、中播磨スポーツ
推進委員功労者表彰を受
けられました。スポーツ
推進委員を１０年以上続け

られ、地域におけるスポーツの健全な普及発展に貢
献し、顕著な功績を挙げられた方を表彰するもので
す。今後ますますのご活躍を祈念いたします。 

（社会教育課） 

後列（左から）：難波正治さん、志水保さん、川口繁夫さん、 
　　　　　　　　水谷業さん、水谷淑美さん 
前列（左から）：高田貴美子さん、田中忠子さん、神崎一子さん 

　６月７日、平成２９年度福崎交通安全協会婦人部福
崎町支部の総会で、長年にわたり婦人部の役員とし
て活躍され、福崎町の交通事故防止に貢献された、
小林静代さん、勇内洋子さん、古田正子さんに、福
崎町から感謝状を贈りました。 
　３０年以上にわたり、福崎町民の安全を願い活動を
続けられた小林さん、勇内さん、古田さん、長い間
ありがとうございました。 

（住民生活課） 

（左から）古田正子さん、勇内洋子さん、小林静代さん 
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第１部 8月5日（土）１３：１０～（開場１２：００） 

山桃忌式典 

オープニング　「傘踊り」　　　　　　いなみの神崎 

基調講演　「母の手毬歌を聴く柳田國男」 

　　　　　柳田國男・松岡家記念館顧問（東京学芸大学教授）

　石井正己 

記念講演　「リアルタイムの『妹の力』」 

ドイツ文学翻訳家、口承文芸研究家　池田香代子 

シンポジウム　「柳田國男と女性」 

コーディネーター：石井正己　　　　　　　　　　 

パネリスト：昔話研究者　　　　　　　　野村敬子 

元跡見学園女子大学教授　倉石あつ子 

女性民俗学研究会代表　　　刀根卓代 

神戸大学大学院人文学研究科研究員　 

井上　舞 

女性の目から見た柳田國男と民俗学 

　福崎町では、柳田國男と兄・井上通泰の祥月にあたる８月に、二人の偉業

を偲んで「山桃忌」を開催しています。 

　今年は、「女性の目から見た柳田國男と民俗学」をテーマに、講演会やシ

ンポジウム、淡路人形浄瑠璃の上演などで、松岡五兄弟の功績を発信します。

淡路人形浄瑠璃では、戎舞、伊達娘恋緋鹿子 火の見櫓の段、一谷嫩軍記　須

磨浦組討の段の演目が披露されます。 

　日本の伝統芸能を、ご家族そろってご覧ください。 

 

とき　８月５日（土）・６日（日）　　ところ　エルデホール 

特産品・観光コーナー　１２：００～１７：３０ 
もちむぎ商品、観光グッズなどを販売します。 

えびすまい だ て む す め こ い の ひ が の こ  ひ みやぐら だん いちのたにふたばぐんき す 

まのうらくみうち だん 

第２部 8月6日（日）１３：３０～（開場１２：００） 

「人形浄瑠璃」解説 

　柳田國男・松岡家記念館顧問（東京学芸大学教授） 

石井正己 

人形浄瑠璃上演（南あわじ市　淡路人形座） 

　演目①戎舞 

　　　②人形浄瑠璃レクチャー 

　　　③伊達娘恋緋鹿子　火の見櫓の段 

　　　④一谷嫩軍記　須磨浦組討の段 

８月５日（土）の第１部は、事前に申込が必要です。 
申込先　社会教育課（内線２５６・２５７）FAX２２－０６３０ 

予 約 申 込 

要申込 淡路人形浄瑠璃上演 申込不要 

伊達娘恋緋鹿子 
火の見櫓の段 

一谷嫩軍記 
須磨浦組討の段 

☆特別メニュー「山桃忌御膳」 

　福崎町特産もちむぎと地元で採れた米や野菜を
使った一夜限りの特別メニューです。☆要予約 
と　き　８月５日（土）１８：００～２０：３０ 
ところ　もちむぎのやかたレストラン 
価　格　２，０００円（税込・飲み物別） 
※ご予約は、社会教育課　内線２５６・２５７まで。 

限定４０食 ☆民俗学の夕べ 

夜
の
催
し
 

　柳田國男が生まれ育った　川区で毎年山桃忌の
夜に開催されるお祭りです。大道芸、鬼太鼓、餅
まきなどが行われます。 
と　き　８月５日（土）　１８：３０～２１：３０ 
ところ　鈴ノ森神社境内 

いも 

てまりうた 

８月５日（土）は、エルデホールから　川界隈まで無料送迎車を運行します。 



ほん・ひと・ゆ
めのひろば
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行事予定（７月１５日～８月２日） 

月 

７ 

７ 

８ 

日 

１５ 

２２ 

２ 

土 おはなし会 

えほんのじかん 

子ども映画会 
「日本の昔ばなし 七羽の白鳥 ほか」 

土 

水 

１１：００ 

１４：００ 

１１：００ 

曜日 時間 行　　事 

☆８月３日（第１木曜日）資料整理のため休館 

５ 

　図書館でも人気の絵本「このパンなにパン？」

や「ケーキになあれ！」の作者、ふじもとのりこ

さんをお迎えして、絵本ができるまでのおはなし

を聞かせていただきます。午後はみんなでワーク

ショップを行います。ぜひご参加ください。 

観光協会クリーン作戦 
　今年も七種山、　川山、日光寺山、春日山周
辺のごみ一掃をめざして、クリーン作戦を実施
します。みなさんのご協力をお願いします。 
実施日時　７月２２日（土）　小雨決行 
　　　　　午前６時５０分から１時間程度 
　　　　※清掃ができる服装でご参加ください。 
集合場所　○福崎地区の方 
　　　　　　　青少年野外活動センター前 
　　　　　○田原・八千種地区の方 
　　　　　　　柳田國男・松岡家記念館前 
持 ち 物　手袋・帽子・鎌・火ばし など 
　　　　※ごみ袋は当協会で用意します。 

（福崎町観光協会） 

　山桃忌奉賛事業として、文化協会の主催で、
次の行事が行われます。ぜひご参加ください。 

【写生大会】 
　対象　小・中学生 
　日時　７月２２日（土）・２３日（日）９：００～ 
　　　　いずれか１日だけの参加も可です。 
　場所　柳田國男生家付近 
　審査　平田文子　先生 
【短歌祭】 
　日時　８月５日（土）１０：００～ 
　場所　文化センター　小ホール 
　選者　楠田立身　先生（兵庫県歌人クラブ顧問） 

文化協会からの 
お知らせ　　　 

新 着 図 書 
八千種研修センター　図書室 
　22－1564 
一般書18冊 
「ハリネズミの願い」　　トーン　テレヘン 
「ピエロがいる街」　　　横関　　大 

●文化センター行事予定（7/19～8/18） 

神崎学園 
日時：７月２０日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　８月１０日（木）　１３：２０～１５：２０　専門講座 
 
福寿学園 
日時：８月１０日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
　　　８月１７日（木）　１０：００～１２：００　専門講座 
 
老人大学一般教養講座（公開講座） 
　日時：７月２０日（木）　１３：２０～１５：００ 
　演題：「いつまでも元気で動けるからだづくり」 
　講師：健康運動指導士　段床繁雄さん 
 
サルビアセミナー（公開講座） 
　日時：７月２８日（金）　１３：３０～１５：００ 
　演題：「健康と食生活」 
　講師：神戸医療福祉大学社会福祉学部社会福祉学科 
　　　　　教授・学科長　豊山恵子さん 
 
※上記公開講座は、一般の方も参加していただけま
す。どうぞ、お越しください。 

“広げようフラワーボランティアの輪” “広げようフラワーボランティアの輪” 

　福崎町内の花壇などのお世話をしているボランティ

アの活動予定（７／２０～８／１９）をお知らせします。

ぜひボランティア活動にご参加ください。 

ココロンクラブ 

　７月２２日（土）９：００～　役場周辺街路樹下手入れ 

みどりのグループ 

　７月１９日（水）９：００～　元ＪＡ八千種前花壇 

　８月２日（水）９：００～　七種川沿い新町花壇 

問い合わせ先　文化センター　　２２－３７５５ 

　　　　　　　（コミュニティ推進専門員） 



福崎町 

　
ぼ
く
の
兄
は
障
が
い
と
重
い
病

気
が
あ
り
ま
す
。 

　
赤
ち
ゃ
ん
の
時
か
ら
何
回
も
入

院
し
た
り
、
毎
日
た
く
さ
ん
の
薬

を
飲
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
ぼ
く

が
き
ら
い
な
注
射
を
毎
月
し
て
い

ま
す
。
ぼ
く
は
、
「
薬
を
飲
む
と
、

ね
む
く
な
っ
た
り
、
ご
飯
が
食
べ

ら
れ
な
く
な
っ
た
り
す
る
副
作
用

が
あ
る
の
に
、
毎
日
飲
み
続
け
る

の
は
ど
れ
だ
け
つ
ら
い
事
な
ん
だ

ろ
う
。
」
と
思
い
ま
す
。 

　
で
も
兄
は
病
気
が
少
し
で
も
良

く
な
る
た
め
に
毎
日
飲
み
続
け
て

い
ま
す
。 

　
兄
は
障
が
い
が
あ
る
の
で
、
他

の
人
と
同
じ
様
に
で
き
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

　
例
え
ば
自
分
の
思
っ
て
い
る
こ

と
を
上
手
く
言
葉
に
で
き
ま
せ
ん
。

で
も
、
相
手
の
気
持
ち
は
と
て
も

よ
く
分
か
り
ま
す
。
ぼ
く
が
し
ん

ど
そ
う
に
し
て
い
る
と
、
ぼ
く
の

背
中
を
さ
す
っ
て
く
れ
ま
す
。
優

し
く
何
度
も
さ
す
っ
て
く
れ
ま
す
。 

「
大
丈
夫
、
大
丈
夫
。
」 

と
言
っ
て
く
れ
て
い
る
よ
う
に
感

じ
ま
す
。
だ
か
ら
ぼ
く
は
、 

「
明
日
も
一
日
が
ん
ば
ろ
う
。
」 

と
思
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
母
も

ぼ
く
と
同
じ
様
に
感
じ
る
そ
う
で
、 

「
お
兄
ち
ゃ
ん
の
手
は
元
気
に
し

て
く
れ
る
魔
法
の
手
み
た
い
や 

ね
。
」 

と
言
っ
て
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、 

「
言
葉
で
伝
え
ら
れ
な
く
て
も
周

り
の
人
を
は
げ
ま
す
こ
と
が
で
き

る
の
だ
。
」 

と
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

　
兄
は
電
車
や
バ
ス
に
乗
る
練
習

を
し
て
い
ま
す
。
ス
ー
パ
ー
で
買

い
物
の
練
習
も
し
て
い
ま
す
。
僕

た
ち
が
一
回
で
覚
え
ら
れ
る
こ
と

を
何
回
も
時
間
を
か

け
て
練
習
し
ま
す
。 

　
失
敗
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
で
も
、

そ
ん
な
時
は
父
や
母

が
ど
う
す
れ
ば
次
は

自
分
で
で
き
る
か
を

考
え
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
で
き
た
時
は

僕
も
嬉
し
い
で
す
。 

　
切
符
を
買
え
な
い

人
が
い
る
と
、
手
伝

っ
て
あ
げ
る
こ
と
は
大
切
で
す
。 

　
で
も
一
人
で
が
ん
ば
っ
て
買
お

う
と
し
て
い
る
人
の
後
ろ
で
は
、

そ
の
人
が
落
ち
つ
い
て
買
え
る
よ

う
に
静
か
に
待
っ
て
い
る
こ
と
も

大
切
だ
と
思
い
ま
し
た
。 

　
兄
は
地
域
の
学
校
に
行
か
ず
、

支
援
学
校
に
行
っ
て
い
ま
す
。
学

校
の
こ
と
は
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん

が
、
運
動
会
や
文
化
祭
に
は
行
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。 

　
運
動
会
で
は
、
普
段
車
イ
ス
に

乗
っ
て
い
る
人
が
補
助
の
道
具
を

使
っ
て
四
十
メ
ー
ト
ル
を
歩
い
て

い
ま
し
た
。 

「
ぼ
く
が
普
通
に
歩
い
た
り
走
っ

た
り
す
る
の
よ
り
、
何
十
倍
も
大

変
な
ん
だ
ろ
う
。
」 

と
思
い
ま
す
。 

　
文
化
祭
で
は
、
み
ん
な
自
分
の

得
意
な
こ
と
を
い
か
し
て
作
品
を

作
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
ぼ

く
は
本
だ
な
を
買
い
ま
し
た
。
き

れ
い
に
板
が
切
っ
て
あ
っ
て
、
し

っ
か
り
と
ネ
ジ
が
と
め
て
あ
り
ま

し
た
。 

　
支
援
学
校
で
は
体
力
作
り
の
た

め
に
山
登
り
を
し
た
り
、
自
立
し

た
生
活
を
す
る
た
め
に
、
野
菜
を

作
っ
た
り
、
ク
ッ
キ
ー
な
ど
の
お

か
し
を
作
る
授
業
も
あ
る
と
母
か

ら
聞
き
ま
し
た
。 

　
ぼ
く
は
、
兄
の
よ
う
に
、
「
自

分
で
目
標
を
決
め
て
が
ん
ば
っ
て

い
る
こ
と
が
か
っ
こ
い
い
。
」
と

思
い
ま
す
。
ぼ
く
は
、
目
標
を
決

め
て
も
あ
ま
り
努
力
が
で
き
て
い

ま
せ
ん
。 

　
こ
れ
か
ら
は
夢

に
向
か
っ
て
今
、

何
が
で
き
る
か
を

考
え
て
が
ん
ば
り

ま
す
。 

福崎西中学校２年（当時） 
釜井翠也 

高岡小学校４年（当時）　川端ことみ 

福崎小学校４年（当時）　古瀬麻由里 

６ 

田原小学校１年（当時） 
　橋理知 

夢
に
向
か
っ
て 

福
崎
東
中
学
校
１
年（
当
時
） 

　
寄
大
智 

深
い
き
ず
　
少
し
だ
け
で
も 

　
い
じ
め
だ
よ 

八
千
種
小
学
校
４
年（
当
時
）　
藤
本
大
翔 

い
じ
め
は
ね 

　
い
っ
し
ょ
う
消
え
な
い
　
心
の
傷 

田
原
小
学
校
６
年（
当
時
）　
長
谷
川
瑠
奈 

ど
ん
な
と
き
も
　
仲
間
が
い
れ
ば 

　
笑
顔
あ
ふ
れ
る 

福
崎
小
学
校
６
年（
当
時
）　
相
原
拓
海 

自
分
か
ら
　
広
げ
て
い
こ
う 

　
笑
顔
の
輪 

福
崎
西
中
学
校
２
年（
当
時
）　
原
　

和
耶
菜 



こ
く
み
ん
ね
ん
き
ん 

　過去５年間以内に納め忘れた国民年金

保険料を納付することで将来の年金額を

増やすことができる『後納制度』が平成 

２７年１０月から３年間限りの特例として開

始されました。 

　なお、老齢基礎年金を受給している方

などは、後納制度の利用はできません。 

　後納制度を利用するには申し込みが必

要です。 

問い合わせ先 

　○国民年金保険料専用ダイヤル 

　　　　０５７０－０１１－０５０ 

　○姫路年金事務所 

　　　　０７９－２２４－６３８２ 

　所得が少ないときや失業などにより保険料を納めるこ

とができない場合は、本人の申請により保険料の納付が

免除される制度があります。 

　本人、配偶者、世帯主それぞれの前年度所得が一定額

以下の場合や、失業等の事由がある場合に、保険料が全

額免除または一部免除となり、過去２年間までさかのぼ

ることができます。 

　申請が遅れると万一のときに障害年金が受け取れない

などの不利益が生じる場合がありますので、すみやかに

申請してください。 

　失業・倒産・事業の廃止などを理由として申請される

方は、離職日がわかる『雇用保険受給資格者証』または

『雇用保険被保険者離職票』の写しが必要です。 

問い合わせ先　住民生活課（内線３７４） 

国民年金保険料の 
免除制度について 

国民年金保険料の 
後納制度について 

役
場
職
員
の
紹
介
　
第
１３
回 

町長 

橋本省三 

地
方
自
治
に
つ
い
て 

　
平
成
２９
年
は
日
本
国
憲
法
施
行

７０
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
憲
法
は

昭
和
２１
年
１１
月
３
日
に
公
布
さ
れ
、

昭
和
２２
年
５
月
３
日
か
ら
施
行
さ

れ
ま
し
た
。 

　
憲
法
第
９２
条
で
は
、
「
地
方
公

共
団
体
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
事
項
は
、
地
方
自
治
の
本
旨
に

基
い
て
、
法
律
で
こ
れ
を
定
め 

る
」
と
し
、
地
方
自
治
法
が
定
め

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
憲
法
第
９３

条
で
は
「
地
方
公
共
団
体
に
は
、

法
律
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

そ
の
議
事
機
関
と
し
て
議
会
を
設

置
す
る
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
地
方
自
治
法
が
で
き
、
地
方
公

務
員
法
や
地
方
財
政
法
も
整
備
さ

れ
ま
し
た
。
当
時
は
国
、
県
、
市

町
村
は
「
主
従
関
係
」
で
国
か
ら

県
、
そ
し
て
市
町
村
へ
と
指
示
が

出
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
平
成
１２

年
に
地
方
自
治
法
が
改
正
さ
れ
、

国
と
地
方
は
対
等
・
協
力
の
関
係

と
な
り
ま
し
た
。
少
子
高
齢
、
人

口
減
少
時
代
の
中
で
、
議
会
そ
し

て
私
た
ち
行
政
の
果
た
す
べ
き
役

割
は
今
後
ま
す
ま
す
大
き
く
な
り

ま
す
。
「
活
力
に
あ
ふ
れ
風
格
の

あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
」
、
「
住
ん 

で
、
学
ん
で
、
働
い
て
未
来
に
つ

な
が
る
福
崎
」
を
目
指
し
、
議
会

と
協
力
し
な
が
ら
福
崎
町
の
発
展

に
努
め
ま
す
。 

 

神
崎
郡
消
防
操
法
大
会
を
終
え
て 

　
６
月
１８
日
に
開
催
さ
れ
た
第
６

回
神
崎
郡
消
防
操
法
大
会
で
、
自

動
車
ポ
ン
プ
の
部
で
新
町
分
団
が

優
勝
。
小
型
動
力
ポ
ン
プ
の
部
で

は
大
門
分
団
が
優
勝
、
福
田
分
団

が
準
優
勝
の
成
績
を
収
め
ま
し
た
。 

　
各
分
団
は
町
大
会
か
ら
約
１
か

月
、
仕
事
の
傍
ら
連
日
厳
し
い
訓

練
を
重
ね
、
操
法
技
術
の
向
上
に

努
め
ら
れ
ま
し
た
。
地
域
の
み
な

さ
ん
の
期
待
と
声
援
を
受
け
、
訓

練
の
成
果
を
十
二
分
に
発
揮
さ
れ

た
結
果
だ
と
思
い
ま
す
。
福
崎
町

の
消
防
の
歴
史
が
現
在
の
体
制
を

作
り
、
技
術
が
伝
承
さ
れ
、
全
国

に
誇
れ
る
消
防
団
と
な
っ
て
い
る

こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま
す
。 

　
近
年
、
火
災
の
ほ
か
自
然
災
害

に
よ
る
大
き
な
被
害
の
ニ
ュ
ー
ス

が
続
き
、
地
域
住
民
の
消
防
団
に

対
す
る
期
待
が
大
き
く
な
っ
て
い

ま
す
。
町
と
し
て
も
火
災
予
防
対

策
を
推
進
す
る
な
ど
、
防
災
・
減

災
対
策
を
進
め
て
い
き
ま
す
。 

会計管理者 

木村千晴 

　
皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
会

計
管
理
者
の
木
村
で
す
。
「
会

計
管
理
者
」
と
い
う
職
名
は
、

あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
と
思
い

ま
す
が
、
特
別
職
の
収
入
役
制

度
が
廃
止
と
な
っ
た
平
成
１９
年

４
月
か
ら
、
会
計
事
務
を
一
般

職
の
会
計
管
理
者
が
引
き
継
ぎ

ま
し
た
。 

　
福
崎
町
で
は
出
納
室
長
も
兼

務
し
て
お
り
、
毎
会
計
年
度
の

決
算
の
調
製
以
外
に
も
、
現
金

や
物
品
の
出
納
及
び
保
管
、
公

用
車
の
維
持
・
集
中
管
理
も
行

い
ま
す
。
ま
た
、
近
年
、
さ
ま

ざ
ま
な
事
業
の
展
開
や
給
付
等

に
伴
う
支
出
の
増
加
が
見
込
ま

れ
る
中
、
綿
密
な
資
金
計
画
を

作
成
し
て
資
金
調
達
す
る
、
い

わ
ば
役
場
の
「
金
庫
番
」
で
す
。 

　
税
金
・
手
数
料
等
、
行
政
運

営
を
支
え
る
大
切
な
公
金
を
お

預
か
り
す
る
者
と
し
て
、
私
を

は
じ
め
出
納
室
職
員
一
丸
と
な

り
、
日
々
の
業
務
を
堅
実
に
遂

行
い
た
し
ま
す
。 

７ 


